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City Structure居住環境を形成するエレメントは「コントロール主体」と「時間軸」
という環境レベルの概念を持っている。
このレベル概念は１９６０年代、均質な住戸が大量に並ぶ、
当時の集合住宅計画へのオルタナティヴとしてハブラーケンにより提唱された。
人間性を回復させ、また周辺環境との調和をもたらそうとするものである。
- レベル概念 -
このレベル概念を念頭に置いて現代都市を見る。
決まりきった所有、管理され閉じきった建築は敷地いっぱいに建てられ、
そのウラの室外機、配管が向き合う「都市的サーバントスペース」は風通しが悪い。
中層建築は躯体寿命に満たなまま高層へと建て替えられ、街区という
都市組織の更新が起こっている。
生活空間を建築単体から街区へと広げ
既存建築、居住環境をサポートする「サーバントアーキテクチャ」の設計を行う。
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建築
北に小名木川、南に清澄庭園がある元大工町の街区
を敷地とする。この街区は８m～10mの表通りを縫う
ように人と自転車しか通れない1.4m～4m以下の南北に
抜ける網状路地が存在する。昔から居住環境を
サポートする縦軸が現在まで続く。
補助111
浅草などの墨田区と豊洲を繋ぐ環状線が南北をつなぎ、半蔵門線など地下鉄が３線通る。
寺社、清澄庭園など緑が豊かで隅田川、小名木川に挟まれている清澄白河駅周辺では
都会なのに風が心地よい。
立地、自然環境の良さから移住者が増え、古くから多い生業だけでなく小さなショップ
やカフェなど住みながら働く人が増えている。
しかし駅周辺では高層ビルへの建て変わりが激しく、小さな住まい、職人の居場所が失
われる可能性がある。建て変わりが激しく、生業が多い街区を対象敷地にする。
東京都　江東区　清澄白河
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Elements forming the living environment are "control subject" and "time axis"
Expanding the living space from the building alone to the block.I will design "servant architecture" 
to support modern commercialized existing buildings in terms of facility and residential environment.
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●サーバントアーキテクチャの五原則
・フラットなスラブ　　　梁のないフレキシブルな空間をつくるオープンビルディンク化
・動的コア　　　　　　インフラの配管、エレベーターシャフトにより、人・液体・空気の縦動線
・二重床　　　　　　　接続住宅へ配線を伸ばすための床下空間、より管理しやすい形態
・広い立面　　　　　　多くの既存建築と接するため・配置計画を決定する要素
・規格化したグリッド　仕切りのないフレキシブルな空間・インフルの規格化、循環を促す
基礎（独立基礎＋地中梁＋杭）
配管（電気、熱）
配管（水道）
PC柱（200×200）
インフィル床（合板）
穴あきPCスラブ（T300）
エレベーターシャフト
接続建築
ガゼット
穴あきPCパネル
アジャスター支柱
●２つの道路パターン
生活をサポートする道
北に小名木川、南に清澄庭園がある元大工町の街区を敷地とする。
この街区は８m～10mの表通りを縫うように人しか通れない
1.4m～4m以下の南北に抜ける人の生活をサポートする道が存在する。
昔から居住環境を豊かにする縦軸が現在まで続く。
生活の溢れ出し
人の痕跡
開けっ放しの扉
生業の溢れ出し
車通りが少ない
曖昧な白線
道と距離感をつるバルコニー
●フェーズ
phase１　街区共同体が主体となり既存建築とジョイント
　　するようにサポートを建てる（既存に増築で申請する）
phase２　既存とサポートに規格化されたインフィルを挿入する
　　老朽化した空き室のインフラをいじらず貸し出す
　　ウラだった街区内の内側から関係を繋ぐ
phase３　既存更新時にはインフラを共有することが可能
　　共同サポートに頼るように建築が更新される
　　共同サポートが動線、拡張空間となる
●シーン　
SITE 2 二階にショップの溢れ出し
SITE 1 生業が道から見える、商いの溢れ出し
SITE 1 設備業者がきている
SITE 2 GLから二階の様子が見える
SITE 2 隣のバルコニーからの風景が変わる
SITE 3 既存の屋上が菜園として地域に開かれる
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